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実践したプランの内容と成果（実践したプランのだけ記⼊する内容です） 
複数のプランを実践した場合にはプランの数だけ，ここから後の 5 つの表をコピーして記⼊してください 
必要に応じてセル（表の枠）の⾼さを調整していただいて構いません 
「★」は任意ですがそれ以外は極⼒埋めてください 

記⼊⽇ ⻄暦 2021 年 12 ⽉ 26 ⽇（2021 年度のチャレンジプラン） 

実践団体名 京都府⽴東稜⾼等学校キャリアコースライフマネジメント

クラス 

実践番号（団体内・年度内の通し番号） ４ 

タイトル その他のチャレンジ 

実践担当者のお名前 ⼭本 雄貴、佐々⽊ 陽輔、森野 稔弘(⽣徒会担当) 

岸畑 祐輝穂、糟野 譲司、ライフサポートクラス担任 

 

実践にかかった⾦額 ３０万円未満 

実践の準備にかかった時間 約５時間 

実践活動を実施した⽇時 ⻄暦 2021 年 5 ⽉ 7 ⽇〜⻄暦 2022 年 1 ⽉ 29 ⽇ 

実践の所要時間 約 15 時間 

実践の運営側で動いた⼈の⼈数 教職員７名、⽣徒約 50 名 

防災教育の対象者の属性 ⾼校⽣、教職員 

防災教育の対象者の⼈数 約 250 名(⽣徒 210 名、教職員 40 名) 

実践を⾏った都道府県と市区町村 京都市伏⾒区、⼭科区、兵庫県淡路市、⻑野県下⾼井郡 

実践を⾏った具体的な場所 京都府⽴東稜⾼等学校、北淡震災記念公園 

志賀⾼原⼀ノ瀬スキー場など 

★実践に必要だった特定の能⼒を

持った⼈・物品・ツール・知識等 

９０リットルポリ袋など 

⼀ノ瀬スキー場関係者 

 

達成⽬標 
社会的地域的時代的背景や実
践の⽬的や何を達成しようと
したかを書いてください 

・コロナ禍の中で、私たちができることと題し、主体的に⽣徒たちが

医療⽤ガウンづくりを⾏い、地域とつながる活動を⽬指す。 

・研修旅⾏や、校外学習などあらゆる場⾯で防災に関する知識を⾝に

つけ⾏動する⼒を⾝につける。 

どの⼒を⾝につけよ

うとしましたか︖  
該当しないものを削除し該当
するものを 1 つ残す 

知識・技能 ⼤いに 

思考⼒・判断⼒・表現⼒ 少し 

学びに向かう⼒・⼈間性 ⼤いに 
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実践内容・⽅法 
これを読んだ⼈が同様の活動
を⾏えるように具体的に詳し
く書いてください 
適宜写真や図表等を⼊れてい
ただいて構いません 

４⽉〜６⽉ 医療⽤ガウンづくり(⽣徒会と３年ライフサポートクラス

が主催、放課後に多くの⽣徒がボランティアとして参

加、⽣徒会、ライフサポートクラスの⽣徒が作成⽅法な

どを説明し実践) 

７⽉    医療⽤ガウンを３つの医療機関に配布 

11 ⽉    ２年ライフマネジメントクラス校外学習(北淡震災記念公

園にて阪神・淡路⼤震災の学習) 

      本校避難訓練(ライフマネジメントクラスが企画、運営) 

１⽉    ２年⽣スキー研修旅⾏(⻑野県志賀⾼原⼀ノ瀬スキー場に 

て、現地のインストラクターの 

⽅より雪⼭の災害や注意事項に 

ついて説明)  
 

得られた成果 
どのようなチャレンジをし，
その結果何が得られたかを書
いてください 

・医療機関への配布活動をとおし、⾃分たちの活動が評価されること

で⾃⼰有⽤感が⾝についた。 

・あらゆる学校⾏事の機会をとおして全学年への防災啓発活動に結び

つけることができた。また、他クラスの⽣徒にとって有意義な学び

の機会につなげることができた。 

どのくらい⾝につき

ましたか︖  
該当しないものを削除し該当
するものを残す 

知識・技能 ⼤いに 

思考⼒・判断⼒・表現⼒ 少し 

学びに向かう⼒・⼈間性 ⼤いに 

課題・苦労・⼯夫 
やってみてわかった新たな課
題，苦労した点，⼯夫した点
などをこれから同様の実践を
⾏うとする⼈が参考になるよ
うに書いてください 

ガウンを通して医療機関との交流活動はこの１年で⼤きく前進した。

⼀⽅で、ここからどのように発展させた活動にしていくかが課題であ

る。学校⾏事に防災学習を取り⼊れるにあたっては、もっと様々な⽅

法で実施できる体制を構築していく必要がある。 

 

 

★運営・実践の担当者が協⼒を求めた⼈や団体（関係者）について 
1 つの実践事例に複数の関係者がいる場合には関係者の数だけ表をコピーして記⼊してください 

関係者の名前・団体名 北淡震災記念公園 

関係者の説明 阪神・淡路⼤震災に関する学習 
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★運営・実践の担当者が協⼒を求めた⼈や団体（関係者）について 
1 つの実践事例に複数の関係者がいる場合には関係者の数だけ表をコピーして記⼊してください 

関係者の名前・団体名 ⼀ノ瀬スキー場現地担当者 

関係者の説明 雪⼭における危険⾏為と救命活動について学ぶ。 

 

★この実践事例を通じてあなたが学んだことや誰かに伝えたいメッセージ 
1 つの実践事例に複数の学びやメッセージがある場合には学びやメッセージの数だけ表をコピーして記⼊してください 
伝えたい相⼿ 学校関係者、地域の関係者 

伝えたい内容 学校と地域企業の結びつきをとおした活動の有効性 
ここまで，実践したプランの数だけ記⼊する内容です 

 

 

 

複数のプランを実践した場合には，ここまでの 5 つの表をコピーして記⼊してください 
 

フォームへのご意⾒（1 団体あたり 1 回だけ記⼊する内容です） 

★このフォームは書き

やすかったですか︖ 

わかりにくいところ，改

善すべき点などあれば

教えてください 

指導計画のシートについては、もう少し⽂字数が埋められるようにし

ていただければ、ありがたいです。 

 

 


